
道内のバイオガスプラント ヒアリング・調査等結果 
 
■ヒアリング・調査対象施設規模 
畜糞の１日搬入量 50ｔ程度の施設を対象とした。 
 
 
■ヒアリング・調査実施施設 
設置場所

市町村名 
事業主体 施設名 所在地 

足寄町 足寄町農業協同組合 農業集落環境管理施設  
新妻牧場 

足寄郡足寄町螺湾 43 

別海町 JAあさひ 機密サイロ有効利用モデル

施設 
野付郡別海町奥行

13-50 
別海町 寒地土木研究所 別海資源循環試験施設 

 
野付郡別海町中西別

108 
江別市 町村農場 バイオガスプラント 江別市篠津 183 
江別市 酪農学園大学 乳牛糞尿循環研究センター 江別市文京台緑町

582 
苫小牧市 コーンズ・エコファー

ム 
バイオガスプラント 苫小牧市植苗 100-3 

釧路市 開新牧場 バイオガスプラント 釧路市阿寒町ニニシ

ベツ原野 28-105-1 
足寄町 足寄町農業協同組合 農業集落環境管理施設 足寄町鷲府 63 
帯広市 三井造船/帯広畜産大学 帯広バイオガスモデルプラ

ント 
帯広市稲田町西 2線
11 

帯広市 帯広農業高等学校 資源循環バイオ実習室 帯広市稲田町西１線

９ 
西興部村 ノースグランド バイオガスプラント 紋別郡西興部村上藻

524 
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２．農業系バイオマスエネルギー実証実験
（１）バイオガスプラント導入施設ヒアリング結果



道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 足寄町農業協同組合（北海道十勝支庁） 受注：三井造船 

施設名称 農業集落環境管理施設（新妻牧場）  

所在地 足寄郡足寄町螺湾 43  

運転開始   2005年  3月  日  

事業費（初期投資）   

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 18ｔ/日 

 

周辺施設より受け入れ 

施設概要 

定格出力量 

ガス発生量 542.5m3/日  

発電機 30Kw  １台 ボイラー140Kw 

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 施設内電力 熱源 電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー  発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 2003年 3月時点 報告書  

稼働していない場合の

理由 

  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

  

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

  

※   
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 JA道東あさひ（別海）  

施設名称 機密サイロ有効利用モデル施設  

運転開始 平成 13年～平成 18年くらいまで  

事業費（初期投資） 53,000,000円  

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

11ｔ/日 牛 170頭 

25~30時間滞留 

スチールサイロの下方が発酵槽になっている。 

 

施設概要 

定格出力量 

20ｋｗ 100  のガスバッグ 

 

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 施設の電気全般 発酵槽の加温 牛舎施設の加温 電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー グリーンプラン（元：オリオン子会社） 札幌 発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 休止中  

稼働していない場合の

理由 

発電機が故障した  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

発電機の不具合が続き、加えて発酵槽の配管が凍結

により割れた。(修理 200万円程度) 

サイロの補修費用が賄えず、農家から辞退。 

 

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

発電機不具合は夜間電気がホクデンに流れ出す際の

逆流が原因ではないかと推測される。 

温水ボイラーで温めている（バックアップはガス） 

おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

逆流しないよう北海道電力に流す（販売では

ない） 
 

※   

問合せ先 ：JA道東あさひ 
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 JA道東あさひ（別海）  

施設名称 機密サイロ有効利用モデル施設  

運転開始 平成 13年～平成 18年くらいまで  

事業費（初期投資） 53,000,000円  

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

11ｔ/日 牛 170頭 

25~30時間滞留 

スチールサイロの下方が発酵槽になっている。 

 

施設概要 

定格出力量 

20ｋｗ 100  のガスバッグ 

 

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 施設の電気全般 発酵槽の加温 牛舎施設の加温 電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー グリーンプラン（元：オリオン子会社） 札幌 発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 休止中  

稼働していない場合の

理由 

発電機が故障した  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

発電機の不具合が続き、加えて発酵槽の配管が凍結

により割れた。(修理 200万円程度) 

サイロの補修費用が賄えず、農家から辞退。 

 

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

発電機不具合は夜間電気がホクデンに流れ出す際の

逆流が原因ではないかと推測される。 

温水ボイラーで温めている（バックアップはガス） 

おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

逆流しないようホクデンに流す（販売ではな

い） 
 

※   

問合せ先 ：JA道東あさひ 
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 町村農場  

施設名称 バイオガスプラント  

所在地 〒067-0055 北海道江別市篠津 183番地  

運転開始   2000年  ４月  1日  

事業費（初期投資）   

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 13～15m3/日 

成牛約 200頭分 

 

施設概要 

定格出力量 

ガスタンク（ゴム素材）400～600m3 

発電機 65Kw 30Kw各 1台 

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 農場内全施設の電力（ミルクプラント含む） 電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー コーンズバイオマス 発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 稼働中 65Kw20～22ｈ/日  30Kw5～8ｈ/日  

稼働していない場合の

理由 

  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

基本メンテナンス（エンジン）：自社 

技術対応：プラントメーカー 

メンテナンスコスト 10~15万円/月（軽油台含む） 

 

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

糞尿搬送装置（ポンプ） 

エンジン部分 

おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

0～300Kw程度  

※ 導入時は 65Kwの発電機のみだったが、平成
21 年 30Kw の発電機を追加（北海道グリー
ン電力基金助成対象） 
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 酪農学園大学  

施設名称 乳牛ふん尿循環研究センター  

所在地 江別市文京台緑町 582番地  

運転開始   1999年  3月   日  

事業費（初期投資）   

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 10ｔ/日 

食用廃油※毎日ではない 10L/日 

 

施設概要 

定格出力量 

発酵槽 250m3  消化液貯留槽 2100m3  ガスタ

ンク 15m3 

発電機 30Kw2基 ボイラー27Kw１基 

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 施設の電力、温水（80℃） 電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー グリーンプラン 発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 休み休み  

稼働していない場合の

理由 

おもにセンサー系統に異常が発生する。研究目的施

設のため、異常が発生したら休止して原因究明を繰

り返す。 

 

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

外部発注はしていない。（依頼すると１年で１５０万

円ほど） 

メンテナンスが特に必要な箇所：電気制御（センサ

ー）/配電盤（基盤交換 2カ月で３回） 

ランニングコスト 発電機オイル交換９L/1 回 3

～5０時間 

 

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

学内の電力として使用：売電はしていない  

※   
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 コーンズ・エコファーム  

施設名称 バイオガスプラント  

所在地 苫小牧市植苗 100-3  

運転開始 2002年 4月  

事業費（初期投資）   

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 15m3/日 

 

周辺施設より受け入れ 

施設概要 

定格出力量 

ガス発生量 225m3/日  

発電機 403Kw  １台  

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設  電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー  発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況   

稼働していない場合の

理由 

  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

  

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

  

※   
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 開新牧場 受注：三井造船 

施設名称 バイオガスプラント  

所在地 
北海道釧路市阿寒町ニニシベツ原野 28 線
105番１ 

 

運転開始   2004年  1月  1日  

事業費（初期投資）   

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 45ｔ/日 

 

含水率 80％ 

施設概要 

定格出力量 

ガス発生量 1016m3/日 

発電機 30Kw 1台   ボイラー180Kw1台 

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設  電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー  発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 2007年 11月時点 稼働中  

稼働していない場合の

理由 

  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

）  

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

  

※   
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 足寄町農業協同組合（北海道十勝支庁） 受注：三井造船 

施設名称 農業集落環境管理施設（三津橋牧場）  

所在地 足寄郡足寄町鷲府 63  

運転開始     

事業費（初期投資）   

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 25ｔ/日 

 

周辺施設より受け入れ 

施設概要 

定格出力量 

ガス発生量 577.5m3/日  

発電機 30Kw  １台  

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設  電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー  発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況   

稼働していない場合の

理由 

  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

  

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

  

※   
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 三井造船・帯広畜産大学  

施設名称 帯広バイオガスモデルプラント  

所在地 080-8555 帯広市稲田町西２線１１番地  

運転開始   2001年  9月  日  

事業費（初期投資） 
大学側：科学研究費補助金 1500万円 ※大学側は敷地提供と運

営 

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 4.5m3/日 

 

 

施設概要 

定格出力量 

ガス発生量 150m3/日  

発電機 15Kw  燃料電池 250ｗ ボイラー（補助

利用）40Kkal 

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 施設内電力90Kw送電 受電量40Kw 余剰５０Kw

（実験） 

電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー  発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 2003年 3月時点 報告書  

稼働していない場合の

理由 

  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

  

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

学内発電設備利用・温水供給  

※   
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道内バイオガスプラント実態調査 調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング・調査内容記入 備考 

事業主体 帯広農業高等学校  

施設名称 資源循環バイオ実習室（実験施設）  

所在地 帯広市稲田町西１線９番地  

運転開始 2005年 3月  

事業費（初期投資）   

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 0.6ｔ/日 

 

周辺施設より受け入れ 

施設概要 

定格出力量 

ガス発生量 12m3/日  

発電機 9.3Kw  １台  

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 残渣の乾燥(家畜飼料) 電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー  発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況   

稼働していない場合の

理由 

  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

  

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

  

※   
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道内バイオガスプラント実態調査調査票 
設置場所 

（市町村名） 
ヒアリング内容記入 備考 

事業主体 ノースグランド  

施設名称 バイオガスプラント  

所在地 紋別郡 西興部村上藻５２４  

運転開始 2000年 12月  

事業費（初期投資） 120,000,000円  

実質搬入量 

（ｔ／日） 

※牛糞以外が搬入され

ている場合は各搬入

量を記入 

牛糞 9.4ｔ/日 乳牛 420頭/肉牛 270頭 

3670t/年 

 

施設概要 

定格出力量 

ガス発生量 136m3/日  

発電機 30Kw  １台   

ガスタンク容量 

発電機・規格・台数等 

利用施設 施設電力使用 760kw/日 電力・排熱の利用の仕方 

プラントメーカー コーンズ・バイオガス 発酵槽等のメーカー 

現在の稼働状況 稼働中（今後縮小予定）  

稼働していない場合の

理由 

メンテナンス費用等の捻出が困難  

メンテナンス方法 

・メンテナンス体制 

・メンテナンス時期 

・費用 

  

その他―導入や稼働に

おいて重点的なメンテ

ナンスを要すること 

 おもにメンテナンスが必

要な部分（例：発電機、

糞尿を送るモーター等） 

 

余った電力等の売電

状況 

 

  

※ メーカーヒアリングによる。 
定期点検、消耗品等ランニング費用がかかっ

ている。 
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２．農業系バイオマスエネルギー実証実験
（２）育苗施設



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

117



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

118



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

119



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

120



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

121



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

122



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

127



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

126



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

125



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

124



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

123



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

128



 
年間 4,900ｔ／日搾乳牛ふん尿バイオガスプラント概略計画 

 
株式会社グリーンプラン 

〒003-0027 札幌市白石区本通 18丁目北 3-66 
電話：011-865-7221 

取締役技術部長 天野 徹 
 
1． 設定条件等 
年間 4,900ｔ／日搾乳牛ふん尿／365日≒13.5ton ： 搾乳牛 200頭相当 とします。 

   
 
2．概算金額 ： 超概算金額（設計べ－ス） 

工事部所 内 容 
概算事業費 

(円) 

概算維持管理費（円） 

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ 消耗品 維持管理費 合計 

・プラント工事 機器及び原料調整槽・

発酵槽・機械室・ｶﾞｽﾊﾞ

ｯｸ室工事 

100,000,000 1,300,000 300,000 2,100,000 3,700,000 

・消化液槽 消化液槽、攪拌など機

器、槽基礎工事 
40,000,000 300,000 50,000 350,000 700,000 

・発電機（25kw） 

20時間稼動／日 

本体+系統連結のみ、 

小屋など上記利用。 
26,000,000 600,000 300,000 300,000 1,200,000 

合  計  166,000,000 22,000,000 650,000 2,750,000 4,600,000 

 
3．発電機・発電量 ： 
 
平均余剰バイオガス 207m3／日（55％メタン濃度）、発電効率 28％とし以下となる。 

  
  207×0.55×8,600×0.28÷860≒318kwh／日×365≒116,070kwh／年 
 
  発電機 
  247×0.55×8,600×0.28÷860÷24≒15.8kw  よって 20kw発電機選択 
 
 
 

以上 
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２．農業系バイオマスエネルギー実証実験
（３）プラントメーカー



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

130



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

131



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

132



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

137



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

136



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

135



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

134



２章 自然エネルギー活用のための実証実験

133


